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満久 :仏 典 の 中 の 樹 木
さて護摩の儀式では次に
白檀,沈香 (Agaru,ジンコウ),多迦羅 (Tagara,サンユーカ),丁香 (Lava叩ga,チョウジノキ)およ
び桂心香
などの塗香
薫陸香 (Kunduru,インドニューコク),乳香 (Turska,同前),安息香 (Kalanusarin,アンソクコウノ
辛),甘栓香 (Tagara),天木香,竜脳香,薩閣羅沙香,烏戸羅香,摩勤迦香,香附子香,青木香および欝金香
などの香を,また
曳 陀羅 (Mandarava,デイコ),蓮華 (Padma,スイレンまたは-ス),摩里迦 (Malaka,マツリカ),
那婆摩利迦 (Navamalika,同前),謄萄 (Campaka,キンコウボク),阿輸迦 (Asoka,アショカ),多迦羅,




































































3)桂 心 春 樹 Cinna仇OmumCaSSlaBl. トンキンニッケイ
捜し､香はこの樹皮のコルク層を除いたものでいわゆる漢方薬桂心｡香料あるいは発汗,解熱,鎮痛などの
医薬用として有名｡写真2は同属のニッケイ C･LoureiriNees･
写真2 CinnamomumLoureiriNeesニッケイ 写真3 JuniPerusrigidaS.etZ.ネズミサシ
(日本新薬株式会社山科植物研究所) (京大演習林)






















































































7)烏 戸 羅 香 Usira
イネ科の Andropo90nMzLrlcatzLmRetz.Binaraの根から採取した香料









9)香 附 子 CyperusrotundasL.Musta,カヤツリグサ
熱帯工作享.熱帯産の1年生または多年生草本O香附子香はこの根茎｡生薬コウブシは通経剤,姐薬として有
名である｡
10)青 木 香 JlristolochladeblusSieb.et.Z.,ウマノスズクサ
ウマノスズクサ科の多年生蔓草｡土青木香ともいい,花は鋲咳,根は毒虫の解毒用生薬｡
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樹高 15m 以上,樹幹直径約 20cm に達し,葉は頂生叢出羽状複葉｡マラヤ原産,インドからマレ-シ
写真9 ArecaCatechuL･ビソロージュの実 (京都植物園)
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25)戸 倶 魯 MoringapterugospermaGaertnリSigrtl,ワサビノキ
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チャンバカ等の香油と共に登場する (第2報参照)｡




になる｡果実は直径 30cm 位の球形集合巣で中に50-60個のピーナッツ形の乾果 (仁)かあり,蛋白質と
脂肪に富み,パプア島高原地帯などの土人は主要食料とする｡薬は乾燥して織物,帽子,バスケットなど繊
維用品の原料になる有用植物である｡ 熱帯各地に分布,植栽されており, 日本では九州,沖縄で露地に生
育する｡ 写真10は同属の P.utilisBory(ビヨウタコノキ)で性質形状アダンに似ているが,樹高 20m
の喬木となる｡
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36)白 雁 木 RhussetnialataMurray･ヌルデ
護摩木ヌルデは日本のヌルデ属中の代表的な樹種であるが,中乱 インドヒマラヤまで分布している｡樹
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樹 木 学 名 科 i 属
cit"rus;euiroac;;:uamh二tex.Tanaka. 弓､ 三 ソ とカi
























仏 典 漢 訳 名
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